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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、2つのEFハンドカルシウム結合モチーフを含むS100タンパク質ファミリーのメンバーです。S100タンパク質は、幅広い細胞の細胞質および／または核に局在し、細胞周期の進行や分化など、多くの細胞プロセスの制御に関与しています。S100遺伝子には少なくとも13のメンバーが含まれており、染色体1q21上にクラスターとして位置していますが、この遺伝子は4p16に位置しています。このタンパク質は、Ca2+に加えて、Zn2+およびMg2+にも結合します。このタンパク質は、前立腺癌の病因に関与している可能性があります。 [RefSeq提供、2008年7月],その他：このタンパク質は2つのカルシウムイオンと結合する。,類似性：S-100ファミリーに属する。,類似性：2つのEFハンドドメインを含む。,細胞内局在：核内でS100PBPと共局在する。,サブユニット：ホモ二量体。S100PBPおよびS100Zと相互作用する。,組織特異性：様々な膵管腺癌および膵上皮内腫瘍において発現が上昇する。,
	研究分野
	シグナル伝達; シグナル伝達経路; カルシウムシグナル伝達; カルシウム結合タンパク質; 癌; 腫瘍バイオマーカー
	画像データ
	

	S100P抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはS100Pペプチドでブロッキングされている。
	

	S100P抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右レーンはS100Pペプチドでブロッキングされている。

